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＜連絡事項＞　
・行事委員会より、一泊旅行の日時が下記の通り決定致しましたでお知らせが来ています。

旅行先・・・秋田市内

日程　1班　　6月4日（火）5日（水）

2班　　6月19日（木）20日（金）

3班　　7月5日（金）6日（土）
・接遇委員会より、４月に法人内の部署スタッフを対象に身だしなみチェックを実施した結果が、Wiz掲示板の添付ファイルにチェック結果を載せていますので各自で確認をお願いします。※部署は平成３０年度所属となっております。
・総務～平成31年度の労働協定等の職員代表として推薦された方の信任投票を下記の日程で行います。 詳細につきましては各施設の告示をご確認いただき、必ず投票する
 ようにお願い致します。
　     投票者  ：管理者以外の正職員

      投票期間：平成31年4月23日(火)～4月25日(木)

　         時間：8：00～17：00　
＜患者様連絡事項＞
・中居　松男様～昨夜より他者に対し威嚇行動、大声での独語あり、主治医報告にて、18日の夕から、オランザピン（5）１T増薬となる。
・工藤　蓉子様～金Dr指示にて、痰鳴あり胸部CT、点滴3本へ増量の指示あり。午後に、指示の頭部ＣＴ施行。
・馬場　勝美様～10:00療養環境変更目的にて、東病棟Bユニット3号室から、西病棟Bユニット30号室へ転出となる。
・熊谷　弘子様～居宅　小中野の古川氏より、5/4　11時退院での調整をお願いしますと架電あり。
・阿部　わかえ様～指示の採血施行。
・金子　トヨ様～主治医より南病棟が空いたら転出の許可あり。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・和田　昌様～終日隔離中。食事や服薬の拒否は無い。独語しながらドア蹴りしているが30分程度は横になる事は出来ている。布パンツを履くがトイレに履き捨てている事あり介入している。精神症状の観察を行っていく。
・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。自室で静かに過ごしている。粗暴行為は無い。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。自室の壁紙を剥がす事あり。介入にて一度やめるが再度壁紙(巾木部分)を全部剥がしている。奇声やドア蹴りは無い。また、出窓に上がり小さな小窓の開閉している事ある。引き続き精神症状の観察と危険行動がないよう見守りし、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・見付　幸一様～両上肢と体幹身体拘束中。バイタルサイン異常無し。ＭＴの自己抜去もなし。拘束部位の循環障害や経管栄養トラブルは無い。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・高屋敷　良子様～両上肢のみ身体拘束中。バイタルサイン異常無し。拘束部位の循環障害は無い。経管栄養トラブルや胃部不快の訴え無し。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。ベッド柵につかまり立ちしようとする事あり介入している。妄想発言はなく経過。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

＜要注目患者情報＞
・夏坂　浩美様～体温36.7～38.5℃、クーリングにて対応。他バイタルサイン異常無し。声掛けに対し発語聞かれているが、視線は虚ろ。食事は1/4～1/2摂取。むせ込みは無い。
・蕨　真理様～殆どホールにて過ごされている。「私はいつまでいなきゃいけないの？」と話すが帰宅要求はなし。
＜田名部Dr診察＞
・立花　圭様～他者からの干渉を受けて大声を出す事などがあり、明日より、日中はBユニットで過ごしてもらい、経過観察していく事となる。
・蕨　真理様～採血の結果、肝機能が高く、確認の際には入院前に飲酒していた事を話している。診察中、対応は穏やか。
　　　　　　　レキサルティ1mg1T　1×夕に追加。

・瀧澤　杏奈様～「○○と結婚します！！」「退院します！」等早口で一方的に話している気分高揚さがあり、Bユニットを走り回ったりと落ち着きなく、また病識に欠ける発言が多い。
クエチアピン(100)3T→(200)3T、コントミン(25)3T追加、ロナセンは中止。
・澤村　彬様～アリピプラゾールOD錠(24) 1T　1×朝　追加。水分管理を徹底するよう指示がある。
・畑中　成夫様～作業療法士の女のスタッフが気になり、本人より作業療法の長期欠席を希望する。作業療法は長期欠席で連絡済み。本人希望で、次回の定期より、シクレスト(10)1T　1×夕に変更。白癬の改善が見られず、来週、皮膚科診察の指示がある。
・高屋敷　良子様～身体拘束の介助要求がある。明日より、拘束を外してミトンを装着し、
　　　　　　　　　経過観察してみるよう指示がある。
・藤井　孝蔵様～経口摂取良好。今後、食事変更を検討していく事としている。
・濱登　せつ子様～痺れ（手や足等）を訴え、我慢できないと訴える。
　　　　　　　　　サインバルタカプセル(20)1T　1×寝る前追加、メコバラミン錠2T　
朝夕追加となる。
＜土井Dr皮膚科診察＞
・夏坂　浩美様～仙骨部褥瘡、右膝外側→ゲーベンクリーム塗布
両踵　　　　　　　　→アズノール軟膏塗布
・見付　幸一様～特変なし。処置は同内容で継続。
仙骨部→イソジンシュガー塗布
腰椎部→ゲーベンクリーム塗布
・藤井　孝蔵様～ゲンタシン軟膏、イソジンシュガー塗布1本づつ処方。
左大腿屈側→イソジンシュガー塗布
　　　　　　　　　左第5趾外側表皮剥離→ゲンタシン軟膏塗布
　　　　　　　　　両趾爪→ケルガー液塗布
・泉山　紀子様～腰部、下腿→同処置継続。
・向井　敦子様～特変なく、同処置継続・
・木村　美智子様～特変なく、同処置継続。

・古里　長太郎様～同処置継続。
仙骨部、右踵→ゲーベンクリーム塗布
　　　　　　　　　顔面→エキザルベ軟膏塗布。
・金子　トヨ様～特変なく、同処置継続。
・佐藤　ミツ子様～特変なく、同処置継続。
・水梨　孝純様～同処置継続。

＜新入院患者様情報＞
入院日時：平成31年4月18日
氏　　名：松森　ひさ様

　生年月日：昭和6年10月20日　87歳

　病　　名：アルツハイマー型認知症

　性　　別:女性

　主治医　:深澤Dr

　入院形態:医療保護入院

　病　　棟：東病棟Ｃユニット5号室
　(経過）

　現在GHあかずきんに入所中。H30年9月13日三戸中央病院メンタルヘルス科初診、　

その後も落ち着きのなさは続いていており、青南病院への入院相談となっている。

　H30年頃8月頃より、物とられ妄想が顕著になり、職員に声を荒げたり、睡眠も不　

良の状態になっていた。

　一旦、薬物療法で落ち着きを見せたが、H31年3月頃より物とられ妄想、興奮、不眠、
服薬拒否かきむしる自傷行為なども強くなり、三戸中央病院受診となっているが、その後
も不安定著しい状況は続き、31年4月18日、東病棟Cユニット5号室へ医療保護入院とな
っている。
・長男嫁様、青森市在住の為、週一回しか来院できないとの事。

・おやつの差し入れや洗濯の回収は、長男嫁様が、週に一回来院するとの事。
・用事の際は、長男嫁様へ連絡してください。
・義歯：上下あり。
・リハビリパンツ持参。
・排便時、間に合わず失禁する事あり、介入要す。
